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研究成果の概要（和文）：本研究では、「アイヌ」「沖縄人」「台湾人」「朝鮮人」というアイデン

ティティがどのように成立し、変容したのかという問題を比較史的視野から考察した。研究の

実施にあたっては、フィールドを異にする研究者が現地をともに訪れることによって、それぞ

れの地域の「いま」が抱える問題を共有しながら歴史認識を深めることを重視した。研究の結

果、空間的・社会的移動の可能性が比較研究の軸とされるべきことが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：This research focused on the problem how the identity as an ‘Ainu’, 
‘Okinawan’, ‘Taiwanese’ or ‘Korean’ was organized and transformed through comparative 
studies on history.  In performing the research, we thought it necessary for the members 
majoring in different fields to visit the same filed together in order to deepen our historical 
perception, sharing the contemporary problems in the field.  Through the research, we 
recognized the fact that the possibility of spatial and social mobility should be regarded as 
an axis for the comparative studies. 
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１．研究開始当初の背景 
 
近年、政治・経済・文化の各分野における

グローバル化の進展と共に、あらためて「国
際理解」の重要性が浮かび上がってきている。
しかし、「国際理解」という概念は、ともす

れば、共通の言語・文化で結びついた均質な
「国民」と、もう一つの「国民」との関係と
して理解されがちである。しかし、実際には、
いわゆる「日本人」の中にも「アイヌ」―「シ
ャモ（和人）」という関係や、「ウチナンチュ
（沖縄人）」―「ヤマトンチュ（大和人）」と
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いう関係が存在する。また、在日朝鮮人や在
日台湾人のように旧植民地からの移住者が
居住している。こうした状況は、日本に限ら
れることではない。たとえば、いわゆる「イ
ギリス人 British」の中でも「スコットラン
ド人」は「イングランド人」とは明確に区別
されたアイデンティティを保持している上
に、イギリス社会にはインドなど旧植民地の
出身者が数多く居住している。このような多
民族・多文化的状況は、世界史的に見ても普
遍的かつ一般的な事態なのであり、実り豊か
な「国際理解」を実現するためにも、日本社
会における多民族・多文化的状況への認識と
感受性が不可欠である。こうした状況認識が、
本研究の背景である。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、①学校教育の役割に着目
しながら植民地経験とアイデンティティ形
成をめぐる問題を比較史的に考察するとと
もに、②近代日本の植民地主義に関して世界
史的視野から比較研究を展開するための人
的ネットワークを構築し、③資料集の編集な
どを通じて多民族・多文化的状況への認識・
感受性を広く社会的に共有していくことで
ある。 
 本研究では、近代日本の植民地（「内国植
民地」とされた北海道や沖縄を含めて考え
る）において「アイヌ」「沖縄人」「台湾人」
「朝鮮人」というアイデンティティがどのよ
うに成立し、変容したのかを解明する。ここ
で、アイデンティティの成立に着目する理由
は、政治的・経済的・社会的な力関係が「民
族」や「文化」の問題とみなされるプロセス
自体を検討する必要があると考えるためで
ある。 
 植民地主義的な権力関係において学校教
育は「民族的」な「文化」の問題に翻訳する
装置としての役割を果たしたが、社会生活一
般においては「文化」の問題には翻訳しきれ
ない、多様な「植民地経験」が存在した。ま
た、学校教育の中でも、日本語・日本文化と
いう観念の純粋性を維持しようとするから
こそ、そこに内在する複数性が顕在化するこ
ともある。本研究では、「植民地経験」が、「民
族的」な「文化」の優劣に還元できない経験
を包含するものであったことに着目しつつ、
今日の多民族・多文化的な状況の中に植民地
主義的な権力関係がどのように刻み込まれ
ているのかということを解明することを目
的とする。 
 
３．研究の方法 
 
(1)比較研究のための人的ネットワークの構
築 

 本研究では、台湾史を専攻する研究代表者
のほか、沖縄史専攻の冨山一郎（連携研究者）
および鳥山淳（研究協力者）、朝鮮史専攻の
板垣竜太（連携研究者）、アイヌ史専攻の小
川正人（研究協力者）により「コア・グルー
プ」を形成して相互に報告・討論を重ねると
同時に、それぞれが従来の研究フィールドで
蓄積してきた知見や人的ネットワークの共
有に努める。具体的には、現地をともに訪れ、
資料調査を行うとともに、人的ネットワーク
を相互に接続していくことを企図する。また、
大規模な「国際会議」の開催という手法とは
対照的に、それぞれの地域の「いま」が抱え
る問題を切実に意識しながら、新しい歴史認
識を生みだそうとしている若手研究者と少
人数で時間をかけて討論することを重視す
る。 
 
(2)現状認識と歴史認識との往還関係 
 
本研究計画において(1)で述べたような方

式で人的なネットワークを構築しようとし
ているのは、それぞれの地域における「いま」
をめぐる問題状況が歴史認識に影響を与え、
歴史認識が「いま」の状況の中で政治的な働
きかけとしての意味を持つという、「現状認
識と歴史認識の往還関係」に対して自覚的で
あることが不可欠と考えるからである。日本
の植民地主義と深く関わる現象であるとと
もに、地域の住民にとって「いま」にかかわ
る切実な問題であるにもかかわらず、日本
「本土」のマス・メディアではほとんど報道
しないために、大きな意識の落差が生じてい
る出来事が数多くある。こうした落差の存在
を自覚しつつ、現状認識と歴史認識との往還
関係を発展的に深めていくことを本研究で
は重視した。 
 
４．研究成果 
 
（１）研究会の開催 
 本研究では 2006（平成 18）年度から 2009
（平成 21）年度にかけて下記のように研究会
を開催してきた。 
2006年度には京都で2回の研究会を開いた

ほか、北海道、奄美大島でも研究会を行った。
2007年度には京都で5回の研究会を開いたほ
か、イギリスで研究会を行った。2008 年度に
は京都で 5 回の研究会を開いたほか北海道、
奄美大島・鹿児島で研究会を開いた。2009 年
度は京都で 3回、東京で 1回の研究会を開い
たほか、奄美大島で研究会を開催した。 
こうした研究会の開催を通じて、比較研究

のための人的ネットワークの構築という課
題はかなりの程度達成することができた。 
 
（２）奄美大島の重要性への着目 



 

 

当初の研究計画には含まれていなかった
が、本研究計画の実施過程で、奄美大島の重
要性に着目するにいたった。奄美大島は、近
世における植民地支配と近代の植民地支配
の相違を考える上でも、鹿児島から台湾へと
いたる「琉球弧」における人の移動とう点で
も重要な位置を占めていると判断したため
である。 
2008 年度の奄美大島における研究会では

現地の郷土史家ばかりでなく、北海道在住の
アイヌ言語文化研究者である本田優子にも
参加してもらい、日本の「北方」をめぐる問
いと、「南方」をめぐる問いをリンクさせて
考える場とした。この研究会は大きな反響を
呼び、現地で刊行されている『南海日日新聞』
（2009 年 1 月 13 日）で報道された。 
2009 年度の奄美大島訪問に際しては、奄美

共産党関係の研究業績のある森宣雄にも参
加してもらい、奄美大島と沖縄における「戦
後」の関係について議論した。また、徳之島
町立図書館および伊仙町歴史民俗資料館で
奄美近現代史資料にかかわる資料調査・収集、
奄美大島教育会館で松田清文庫の資料調査
を行った。 
なお、旅費の多くを奄美大島訪問にあてた

こともあって当初予定していた台湾・韓国訪
問は実現できていないが、京都で開催する研
究会に台湾史研究者や朝鮮史研究者を招く
ことにより台湾・朝鮮をめぐる議論を深めて
いるほか、台湾や韓国で刊行される雑誌への
寄稿や講演、著書の韓国語版の刊行などを通
じて現地の研究者との対話を継続している。 
 
（３）Racism 概念の検討 
 2007 年度においては研究会のコアメンバ
ーがイギリスを訪問し、シェフィールド大学
の Richard Siddle 教授や、グラスゴー大学
の Satnam Virdee 教授とともに研究会を開催
した。これらの研究会においては、英語圏で
用いられている Racism という概念が日本を
めぐる植民地支配の経験を考察する上でも
有効であることが確かめられた。ただし、
Racism という概念自体が多義的であり、日本
における Racism に固有の問題を明確化する
にはさらに議論を積み重ねる必要がある。 
こうした視角は、日本における植民地主義

研究を英語圏などにおける植民地主義と連
関させていくためにも必須であることが明
確になった。 
 
（４）空間的・社会的移動と教育の関係性に
ついての着目 
 本研究の研究成果のひとつは、「植民地」
とは何かという問いを深化させるためにも、
空間的・社会的移動と教育の関係に着目する
ことの重要性であり、このような軸を設定す
ることにより、いわゆる「植民地」の経験を

琉球諸島や奄美諸島、北海道における経験と
の連関の中で論じることができるというこ
とである。 
 台湾・朝鮮などいわゆる「植民地」の特徴
は、「内地渡航制限」というような形で空間
的移動を厳しく制限されると同時に、高級官
僚における植民地出身者の少なさに象徴さ
れるように社会的な上昇移動の機会も限定
されていたことである。ベネディクト・アン
ダーソン『想像の共同体』における「巡礼圏」
という言葉が示唆するように、植民地出身の
官僚は「本国」の政治的「中心」からも植民
地統治の中枢からも疎外されて、下級官僚と
して植民地を「巡礼」し、その中で共通の運
命の下にある「同胞」を発見することになっ
た。空間的・社会的移動において教育は重要
な位置を占めたが、植民地住民向けの「簡易」
「実用的」な教育は「本国」からの移住者と
の格差を再生産する装置となった上に、たと
え留学して高学歴を取得した場合でも官吏
への任官・企業への採用などの局面で差別に
直面し、格差を固定する職業分布が構成され
た。教育に託された「夢」はしばしば失意に
終わり、この失意の中から植民地ナショナリ
ズムが誕生することになった。 
このような「植民地」をめぐる状況との対

比で浮かび上がるのは、次のような問いであ
る。琉球諸島や奄美諸島や北海道の人びとに
とって空間的・社会的移動の可能性はどのよ
うな方向に開かれ、学歴取得はどのような特
徴を持ち、どのような職業分布が構成されて
きたのか。また、空間的・社会的移動がごく
少数の「立身出世」した人物を生み出すに止
まり、脱「辺境」を目指した動きが全体とし
て「内地」における底辺労働力としての流出
に帰結する傾向が強かったとしたら、それは
なぜなのか。今後は、さらにこうした問いを
深めていく必要のあることが認識された。 
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